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第 6 章 具体的な施策の内容 
１ 「まもる緑」 

●“環境をまもる緑”のまちづくり 
緑の持つ環境保全機能が、⽣活環境や都市環境、地球規模

の環境、⽣物多様性保全の役割を果たすことを再認識し、緑
被地の維持・保全、市⺠の環境意識向上により、環境を “ま
もる緑” のまちづくりを推進します。 

 
 

■⼩堤⻄池のカキツバタ群落の保全 

・国指定の天然記念物である⼩堤⻄池のカキツバタ群落と東側の
丘陵地は、本市でもっとも⾃然が豊かな地域であることから、
緑地保全制度の活⽤を検討しつつ、永続的な保全を図ります。 

■⽔辺環境と⽣物多様性への対応 

・「緑の将来像図」において「河川軸」として位置づけられた境川、
ᅉ妻川、猿渡川と、それらを補完する⽀流の⼩河川や⽔路、道
路とその周辺の緑化を推進することにより、⽔と緑のネットワ
ークの形成を図ります。 

・河川やため池などの改修には、多⾃然型⼯法などによる⽔辺環
境づくりを推進し、新たな公園緑地などの整備の際には、在来
種の緑化植物の使⽤に努めることなどにより、多様な⽣物の⽣
息環境を保全します。 

・北部地域に点在するため池は、本市の特徴的な⾃然的景観であ
り、⽣物多様性が⾼く、希少性の⾼い野⽣⽣物の⽣息空間とな
っていることから、洲原⾵致地区の維持とともに、保全を図り
ます。 

 
 

■本市を特徴づける緑の保全 

・城下町の名残を感じさせ歴史的な趣のある⻲城跡⾵致地区や、
⽔と緑の⾃然共⽣空間である洲原⾵致地区など、市内に点在す
る景観資源とその周辺環境の保全を図ります。 

・保存樹・保存樹林制度※による指定樹⽊・樹林の保全や、保安
林及び地域森林計画対象⺠有林の保全、市内に点在する社寺林
の保全に努めるとともに、害⾍防除対策を⾏うなど、適正な管
理に努めます。 

  

緑被地の保全 

洲原⾵致地区（洲原公園） 

⽣物多様性の確保に向けた⽔と緑のネットワークの形成 

図 6-1 刈⾕市の緑被状況 

[⽤語の説明] 
※保存樹・保存樹林制度︓良好な都市環境を維持するために、樹⽊・樹林を所有者の同意を得て保存樹・保存樹林に指定し、維持管理費⽤

の⼀部を補助する制度。 

⼩堤⻄池のカキツバタ群落（井ケ⾕町） 

【凡例】 

【令和4年度】 
市街化区域の
緑被率 9.8% 
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■農地の保全と活⽤ 

・良好な都市環境の形成に資する都市農地については、市街地内
の貴重な緑地として、良好な緑地景観を創出するとともに、農
業にふれる場や防災上のオープンスペースとして有効な空間
となるため、特定⽣産緑地制度などの活⽤により、計画的に保
全を図ります。 

・市街地周辺に広がる農地は、環境の保全機能や、良好な景観を
形成する機能などを有しているため、無秩序な開発を防⽌する
など保全に努めます。 

 
 

■環境問題に関する市⺠の意識啓発 
・市⺠⼀⼈ひとりが地球環境問題や緑の持つ環境保全機能を理解

し、環境意識が向上するように、緑に関する環境学習を推進し
ます。 

●市⺠の“安全をまもる緑”のまちづくり 
⾃然災害リスクに対応する緑の“防災機能”を強化するとと

もに、遊具等の安全対策や公園緑地などの防犯対策など、⽇
常の安全・安⼼を “まもる緑” のまちづくりを推進します。 

 
 

■防災・減災機能の強化 
・⽕災の延焼の遅延や防⽌、⾬⽔の浸透・貯留、避難場所など、

緑とオープンスペースが有する防災・減災機能を積極的に活⽤
して災害リスクを軽減させる取組みを推進します。 

 
 

■都市公園の安全性の確保 
・設置後 30 年を経過した都市公園が約 8 割となっているため、

公園施設⻑寿命化計画や利⽤者の声を反映するなど、計画的に
施設の更新や修繕を⾏うことにより、公園施設を安全に利⽤で
きるように努めます。 

■植栽の適正管理による安全・安⼼の向上 
・公園の植栽、街路樹の適正管理や⽣育環境の改善などにより、

防犯⾯や災害リスクの低減など、安全・安⼼の向上に努めます。  

防災・減災に資する緑の創出 

都市公園の安全性確保 

79%

21%

30年以上

30年未満

地区の防災訓練の様⼦（セントラルパーク） 

⽥園⾵景（泉⽥町） 

景観農園としての農地の活⽤（⾼須町） 

緑の環境学習の推進 

設置後 

図 6-2 設置後 30 年以上経過した都市公園の割合 

※令和 4 年度時点 
（全 107 公園） 
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２ 「つくる緑」 

●都市の“活⼒をつくる緑”のまちづくり 
持続可能な成熟した都市を形成するために、地域の歴史や

⽂化資源、地域の個性や強みをいかし、⺠間との連携を図る
など、都市の活⼒を “つくる緑” のまちづくりを推進します。 

また、本市の魅⼒を発信する５つの公園を対象に、地域の
魅⼒向上や緑豊かな潤いのあるまちづくりを推進するため、
誰もが⾏きたくなる魅⼒あふれる公園の実現をめざします。 

 
 

■にぎわいをつくる緑の拠点づくり 
・洲原公園は、周辺の⾃然環境や充実した施設をいかし、市⺠の

⼼と体の健康づくりの拠点として、拡充・機能強化を図ります。 

・岩ケ池公園は、周辺の豊かな⾃然環境や刈⾕スマートインター
チェンジ、パーキングエリアの機能をいかし、レクリエーショ
ンの拠点として拡充・機能強化を図ります。 

・刈⾕市総合運動公園は、刈⾕市のスポーツ・レクリエーション
拠点として、拡充・機能強化を図ります。 

・フローラルガーデンよさみは、産業遺産の活⽤と合わせ、花と
緑や健康づくりを通じた市⺠交流により、幅広い世代が楽しめ
る公園として、拡充・機能強化を図ります。 

■歴史⽂化をいかした緑の拠点づくり 
・桜の名所として市⺠に親しまれる⻲城公園は、本市のシンボル

として、歴史博物館の活⽤と合わせて、隅櫓の復元をはじめと
した歴史公園化の整備を推進するとともに、拡充・機能強化を
図ります。 

・社寺等の⽂化財が分布する『歴史の⼩径※』を含む「歴史保全
エリア」に位置づけられている地域の緑の保全を図ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

地域の特性をいかす緑の拠点づくり 

洲原公園（井ケ⾕町） 

フローラルガーデンよさみ（⾼須町） 

岩ケ池公園（東境町） 

[⽤語の説明] 
※歴史の⼩径︓刈⾕市内に存在する史跡や社寺などをめぐるルートを地区ごとに『歴史の⼩径』としてパンフレットで紹介している。 

刈⾕市総合運動公園（築地町） 

【歴史⽂化をいかした緑の拠点づくり】 

⻲城公園（城町） 

【にぎわいをつくる緑の拠点づくり】 
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■⺠間との連携による公園の魅⼒の創出 
・⺠間との連携により都市公園の質の向上と公園利⽤者の利便性

の向上を図るため、指定管理者制度や公募設置管理制度
（Park-PFI）※などの活⽤による公園整備を推進します。 

 

 

■中⼼市街地の彩りある緑のまちづくり 

・刈⾕駅及び刈⾕市駅を含む中⼼市街地⼀帯は、本市の⽞関⼝に
ふさわしい彩りと潤いある市街地景観を、花と緑によって創出
します。 

■緑化重点地区※の緑のまちづくり 

・５地区の緑化重点地区については、継続して、重点的かつ先導
的に緑に関する施策を⾏う地区として、緑のまちづくりを推進
します。 

■地域の顔となる公園づくり 

・近隣公園など、地域の顔となる公園緑地の魅⼒向上を図るため
に、公園の利活⽤を推進し、必要に応じて再整備等を⾏います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

⽇⾼公園（⽇⾼町） 

[⽤語の説明] 
※公募設置管理制度（Park-PFI）︓飲⾷店、売店等の公園利⽤者の利便の向上に資する施設の設置と、当該施設から⽣ずる収益を活⽤して

その周辺の園路、広場等の⼀般の公園利⽤者が利⽤できる施設の整備・改修等を⼀体的に⾏う者を、公
募により選定する制度のこと。 

※緑化重点地区︓都市緑地法に基づき、「緑化地域以外の区域であって重点的に緑化の推進に配慮を加えるべき地区」のことを指す。 

各地域の顔となる緑のまちづくり 

狩野公園（⼀ツ⽊町） 

【公園の利活⽤】 

セントラルパーク（⼤⼿町） 

南桜街園（南桜町） 

【再整備などの公園の魅⼒向上】 

⺠間との連携による公園の魅⼒の創出 

ミササガパーク（半城⼟⻄町） 

【Park-PFI を活⽤した公園の魅⼒の創出】 
イメージパース(応募書類より抜粋) 
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３ 「たかめる緑」 

●⽣活の“質をたかめる緑”のまちづくり 
⾃然とのふれあい、健康増進、⽇々のストレスの軽減、⼦

どもの健全な成⻑を促す役割など、市⺠の健康で豊かな暮ら
しを⽀え、⽣活の質を “たかめる緑” のまちづくりを推進し
ます。 

 
 

 

 
■⾝近な公園緑地の整備拡充 

・⾝近な公園や緑地が不⾜する地域では、⽣産緑地地区や空地な
どを活⽤して、街区公園の整備を推進するとともに、市街化区
域の拡⼤予定地については、適正な公園緑地の配置計画を⾏い
ます。 

■新たな⽣活様式に対応した公園の機能拡充 

・新型コロナウイルス感染症対策を契機とした新たな⽣活様式に
対応するために、公園等のオープンスペースの柔軟かつ多様な
利活⽤を推進するとともに、公園の機能拡充を図ります。 

■開発⾏為による緑の確保 

・開発⾏為については、周辺区域の状況を勘案しつつ、緑地の保
全と積極的な緑化に取り組むように、適切な指導を継続します。 

■⾝近な公園緑地の施設更新 

・市⺠に⾝近な街区公園などについては、ベンチ等の公園施設の
補修・更新を⾏います。 

 
 

 
■都市緑地などの整備 

・市⺠が散策などを楽しめるよう、河川敷や⽤⽔敷などを活⽤し、 
緑道の整備を推進します。 

・ᅉ妻川の桜づつみや、⻲城公園周辺の桜並⽊など、「桜のみち」
の整備を推進します。 

・ᅉ妻川の未整備区域の整備をはじめ、「河川軸」を中⼼に新たな
都市緑地の整備を検討します。 

 

  

公共施設緑地（児童遊園や広場など） 

公園や緑地が不⾜している地域 

⾏政区界 
市街化区域界 

図 6-4 ⾝近な公園緑地の配置図 

【令和 4 年度】 
市街化区域の⾝近な
公園緑地の配置率

77.8% 

[⽤語の説明] 
※緑道︓都市公園の⼀種。市街地を中⼼に設けられる歩⾏路、あるいは⾃転⾞路。通勤、通学、買い物などに利⽤される。 

ᅉ妻川の桜づつみ（築地町） 

⾝近な緑の確保 

緑地・緑道※の整備 

⻲城公園周辺の桜並⽊（城町） 

既存の街区公園と近隣公園 

※円の⼤きさは誘致圏を表⽰ 

【凡例】 
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■ユニバーサルデザインに配慮した公園整備 
・トイレの洋式化など、⼦どもや⾼齢者をはじめ、誰もが安全で

安⼼して利⽤できる都市公園の整備を推進します。 

・誰もが⼀緒に遊ぶことができるインクルーシブな遊び場がある
公園※の整備を推進します。 

■市⺠の健康増進に資する環境づくり 
・市⺠の健康づくりのニーズに対応し、ウォーキングコースや健

康遊具などの整備を推進します。 

■福祉・⼦育て⽀援の環境づくり 
・公園が持つオープンスペースを活⽤し、福祉・⼦育て施策など

と連携した取組みを検討します。 

 
 

■公共施設の緑化推進 
・公共施設では、敷地や建物の状況に応じて、屋上・壁⾯緑化や

グラウンド緑化など、様々な⽅法による緑化の推進を図ります。 

■⺠有地緑化の推進 
・市内の住宅、店舗、事務所などの⺠有地緑化を推進するために

緑化推進基⾦を活⽤した「刈⾕市⺠有地緑化補助事業」による、
⽣垣設置、屋上・壁⾯緑化を推進します。 

・本市の特徴である⼤規模⼯場など⼀定規模の⺠有地緑化事業に
対しては、愛知県の「あいち森と緑づくり事業」を活⽤した「緑
の街並み推進事業」により、⽣垣設置、屋上・壁⾯緑化や公開
空地※の緑化など、緑豊かな潤いあるまちづくりを推進します。 

・市街化区域の拡⼤予定地においては、地区計画※などの活⽤の
検討を⾏うなど、緑化を推進します。 

・中⼼市街地において地区計画や緑化地域※制度などを活⽤した
緑化の推進⼿法を検討し、その後、まちづくりの進展と合わせ
て市街化区域全域において、中⼼市街地同様に緑化の推進⼿法
の検討を⾏います。 

 

  

多様なニーズへの対応 

美しい都市景観の形成 

ウォーキングコース（フローラルガーデンよさみ） 

⼦育て世代の環境づくり（洲原公園） 

屋上緑化（市内企業） 

[⽤語の説明] 
※インクルーシブな遊び場がある公園︓年齢や性別、能⼒、経済的・社会的背景などの違いにかかわらず、すべての⼈が遊ぶことができる公園。 
※公開空地︓オープンスペースの⼀種。1971 年に創設された総合設計制度に基づいて設置され、開発プロジェクトの対象敷地に設けられた

空地のうち、⼀般に開放され⾃由に通⾏または利⽤できる区域のこと。 
※地区計画︓地区の課題や特徴を踏まえ、住⺠と市区町村とが連携しながら、地区のめざすべき将来像を設定し、その実現に向けて都市計画

に位置づけて「まちづくり」を進めていく⼿法。 
※緑化地域︓都市緑地法に基づき、都市計画区域内の「⽤途地域が定められた⼟地の区域のうち、良好な都市環境の形成に必要な緑地が不⾜

し、建築物の敷地内において緑化を推進する必要がある区域」のこと。 

壁⾯緑化（市内企業） 
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４ 「つなぐ緑」 

●“市⺠をつなぐ緑”のまちづくり 
新たな時代に向けた緑のまちづくりを進めるためには、緑

が持つ多様な機能を発揮させる必要があり、様々な主体によ
る緑を活⽤する取組みにより、市⺠を “つなぐ緑” のまちづ
くりを推進します。 

 
 
 

■都市緑化関係団体の育成・活⽤ 
・「みどり法⼈」制度※の拡充を活⽤した⺠間主体による緑地の保

全・整備を推進します。 

・みどりの少年団※などの緑化推進活動を⽀援し、緑を育てる⼈
材の育成に努めます。 

■市⺠や⺠間企業の緑化活動の⽀援 
・花苗・苗⽊の配付やコミュニティ花壇の設置を推進するととも

に、花壇・ビオトープ※の管理など、地域の河川愛護活動を⽀
援します。 

・フローラルガーデンよさみにおいて「緑の相談窓⼝※」を設け
て、市⺠のガーデニングなどの相談に対応します。 

■市⺠協働による緑化推進 
・愛護会制度の充実やアダプト制度※の活⽤により、市⺠や事業

者などによる公園や道路などの維持管理活動を推進します。 

・公園緑地の計画段階から運営管理にわたり、⼦どもから⾼齢者
まで様々な世代が参画する市⺠参加型のワークショップなど
を⾏い、実際の利⽤者である市⺠の要望が反映された公園緑地
の整備を図ります。 

■指定管理者制度の運営⽀援 
・多様化する市⺠ニーズに対応し、指定管理者制度を活⽤したよ

り魅⼒的で個性的な公園管理運営により、公園需要拡⼤を図り
ます。 

・指定管理者など、⺠間事業者の公園管理運営に関しては、定期
的に適正な評価を実施し、事業者とともに公園の魅⼒向上に努
めます。 

  

多様な主体の参画による緑のまちづくり 

ガーデニング講座（フローラルガーデンよさみ） 

市⺠参加型のワークショップ 
（（仮称）北屋敷公園ワークショップより） 

みどり少年団の活動の様⼦ 

[⽤語の説明] 
※「みどり法⼈」制度︓地⽅公共団体以外の NPO 法⼈やまちづくり会社などの団体が「みどり法⼈」として緑地の保全や緑化の推進を⾏う

制度。これにより、⺠間団体や市⺠による⾃発的な緑地の保全や緑化の推進に対する取組みが推進できる。 
※みどりの少年団︓緑とのふれあいを通じて、緑と親しみ、緑を守り育てる⼼を養うと同時に、その活動を通じて、緑化思想の⾼揚と緑への

正しい知識を⾝につけるなど、情操豊かな⼈間に育つことを⽬的に結成された児童・⽣徒の⾃主的な団体。 

マルシェの様⼦（フローラルガーデンよさみ） 



 

22 

 

 

 
 

■多⾯的な公園利⽤や公園の再編 

・緑とオープンスペースを最⼤限に活⽤するために、社会福祉施
設や⾬⽔貯留施設の整備など、多⾯的な公園利⽤を検討します。 

・刈⾕駅周辺など将来都市構造と連動したまちづくりとして、必
要に応じて公園ストックの再編などを検討し、緑のまちづくり
を推進します。 

■新たなマネジメント⼿法による緑化推進 

・緑地空間やオープンスペースを確保するために、市⺠緑地認定
制度※を活⽤し、市街地内の緑化を推進します。 

・地域のにぎわい創出に寄与し、都市公園利⽤者の利便性の向上
に資する活動を⽀援するために、公園の活性化に関する協議会
の設置を検討します。 

 
 

■緑の情報発信 

・市の広報やホームページなどにより、緑に関する計画やイベン
トなどの情報発信の充実を図ります。 

・緑化を促進する⽀援制度の周知・PR を積極的に実施し、利⽤の
向上に努めます。 

■緑化イベントの開催 

・造園教室や講習会などの開催により、緑に関する知識や技術を
習得する場の提供を図ります。 

・植樹祭や緑に関する講演会などのイベントの開催に努めます。 

・市⺠の主体的な緑化活動を啓発するため、愛護会などにおける
優秀な緑化活動に対して表彰などを⾏います。 

 
 
 

 

 

  

将来都市構造と連動した緑のまちづくり 

公園のオープニングイベント（井ケ⾕町） 

緑に関する普及啓発 

整備後 

整備前 

市⺠緑地のイメージ 
出典:市⺠緑地認定制度活⽤の概要 

（国⼟交通省 2017.6） 

緑化イベント（フローラルガーデンよさみ） 

[⽤語の説明] 
※ビオトープ︓都市化などによって失われた⽣態系を復元し、本来その地域にすむ⽣物が⽣息できるようにした空間。 
※緑の相談窓⼝︓市⺠が気軽に「花と緑」に関する相談をすることができる場。 
※アダプト制度︓⾏政が公園や道路などについて、市⺠や事業者などと協働で定期的に美化活動を⾏うために契約する制度。 
※市⺠緑地認定制度︓都市緑地法に基づく、⺠有地を地域住⺠の利⽤に供する緑地として設置・管理する者が、設置管理計画を作成し、市

区町村⻑の認定を受けて、⼀定期間当該緑地を設置・管理・活⽤する制度。 


